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      鉛 亜 鉛 の 含 銀 硫 牝 混 合 鑛 の 爆 式

      冶 金 法 に 關 す る研 究  (四)

                    渡 邊 俊 雄、仲 田 旭

        第 三 編 灘 式 製 錬 獲 津 よ り青 化 法 に よ る

            金 銀 の 回 牧 に 就 て

    (一) 概    説      焙嶢に よb全 く金厨状 まなるo金 は普通 自

 残 澤中の金銀の朕態 問題 となる鉛、亜 然金 として鑛石 中に存 して・此等酸化焙焼

鉛 の混合硫化物 には、内地産の ものには普 のπめに何等 の化學鍵化 を受 けない。此金

通金 に含 む量 は甚 だ少 ない。併 し銀 は多 く 銀 は稀硫酸又は食璽溶液には溶 けない。併

の場合多少之 を含み、 時には著量 に達す る し青化物 には溶 け易 い形 になつてゐる。

ことがあ るo方 鉛鑛 中に含 まれてゐ るもの  襲津の物理曲性朕 酸化焙嶢後亜鉛 を抽

が多い。朝鮮産の もの は混合硫化鑛 中に著 出 した後の残留物中には多量の硫酸鉛 を含

量の金銀が含 まれてゐ る例 が少 な くないQ んで・可な りの粘着性 を持 つてゐて濾過 が

叢 には主 として内地産、殊 に細倉鑛石 にっ 容易ではない。併 し食 璽水に よつて共硫酸

いて研究を進 めナこ。         鉛 を取 り去つた後 の ものは、非常に濾 し易

 金銀を含有す る方鉛鑛、閃亜鉛鑛 を俘選 い もの となつて青化 法の慮用に好都合 であ

法に よb鉛 及亜鉛の品位 を同時に高む ると るQ

きには、普通金銀 も同時に其精鑛中に稠集  盤化泌 と青化法 第 一編實験XVに 述 べ

せ られ るo併 して第一編及第二編 に述^stzナ こ様 に、亜 鉛を抽出 しfz後、350。C位 の温

る方法 によ り、津選法 によつて得惚 混合精 度 で、此慶淳に購素琵斯 を通 すると銀は懸

鑛 を800QC附 近 で酸化焙焼 し、次 に其後亜 化銀 とな り鉛 は硫酸鉛 となるo之 を食璽飽

鉛及鉛 を濾式製錬法 にて抽出す る場合 には 和溶液で浸出す ると、璽化銀は復購 を作 つ

金及銀の大部分 は溶解残津中に金囑朕 とな て溶 け、叉硫酸鉛 に分解 して可溶の復堕 を

りて残留す るo即 硫化銀は約600。C附 近 に 生 す るo此 鞭化銀 の復踊か ら適 當の方法 に

て分解を始 め、800。C内 外の温度 にて酸化 よつて先づ銀 を沈澱す る事 が出來 る。若 し



 露

金が あれば㌔最後 に常淵.にて鞭素琵期 を通 の青化法の實牧率を基 げるナこめに有効 な る

し盤化金 になすことが出家 る。銀は叉鞭素 焙焼や稀酸洗灘なごは亜鉛、鉛抽出の とき

通過 の代 りに璽化焙焼 にょつて とる方 法 も に既 に行はれてゐ る。故 に我 々は此残澄中

ある。併 しか く盛化 す るπ めに残 澤を先つ の金銀 は青化法によるのが最 も適當であ る

乾燥 する事 が大切であ るQ此 乾燥 と云 ふ事 と豫察 し、其試 瞼に着手 し青化法による銀

は多 くの燃料 と人手 を要す るo     の實牧率及及其消費量等 を槍 して其結論を

 叉外國の例 に よると硫砒鐵鑛b黄 鐵鑛及 得 ることに努 めだo細 倉鑛石申には金 は非

ぴ黄銅鑛 を含 む精鑛、其含 金量鑛石1噸 に 常 に微量であるずZめ金 については其試瞼を

つ き2オ ンスあ るものをb生 鑛 の ま・直接 略 しナこ。

青化法にか けた もの と、一度焙焼 しπ後青  原鑛に供せる鑛石の成労及品位 第二編

化法 を施 しtzも の ・・間 には、金の實牧率 に に於 ける實験 に供 しtz後 の獲 浮であつて其

大な る差力端 る。郎次の如 き關係が襲表 さ 成分(%)は 次の通 りである。

れてゐ るo(H,Forbes J1〕lian&Edgar smart,  sio2  4,2,25  cn 痕跡

Oyanidnig Goid&Silver Ores P ,209墾 照)   Zn    13。30  銀  0。028

溶紳欄    金 溶 解 峯(%)     1)b   3 ,10 金 微量

僻) 鐘糀 忌畢 醗 纒 騨  Fe 22・78

 9ti   55      69     痩 淳は皆150目 舗以下 で、200目 飾以下 の

 150    59      86    ものを70%含 んでゐ る0

 190   62     90    實際に於ては同じ細倉の鑛石でも此銀の
叉靴 灘 彿 前噺 酸に磁 し蹴1條 品伽 肺 よつて著し健 諜 であるカ・

、
しtzも の 乱 せ ざる もの との間に1乱 其青 假 りに此試料 を共李均 品位 の もの とすれば

毛法 による溶解率等 に下の如 き差異が存在 繊 宰1噸中には75
,6匁の含銀があ り、共銀の

鎚 ・(A」 憤osse&W・Bette1・P「oceedi・ ・ 働 ・1圓34鎌 な る
。(銀 ・匁 を15毘 す)今

⊃hem・&Met・ S・ A・V・L I H 98墾 照)
・日… 噸 の 鑛 石 を麟 す る もの とせ1ボ 護

       騰 攣 欝 綴 潮量は大薩
靴 物溝費量(瓦噸)  2.34    0.66   (イ)焙 嶢 による重量減量約5%帥 約5噸

踏 解叡%)    5エ80   84.30   (ロ)亜 鉛41%の ものが其90%を 溶かす

 これ等 を締含 して考 へ ると、盤化法 を鷹     とすれば其酸化亜鉛 の溶解 による

羽す るには獲 渣を先 づ乾燥 しな ければな ら    減量約45噸

1]。縢素を登生 す る費用 が嵩むQ然 るに酸  (ノ')鉛12%の ものが其89%を 溶かす と

宅焙蠕、稀酸洗滑i、食鞭水浸鵬 を施 こ しすZ     すれば其硫酸鉛の溶解 に よる減量

澄の残渣中には金銀の状態 も、叉濾過 する     1噸

こも皆青化法に適 す る様 になつ てゐる。 こ            減量合計 65噸
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 帥1日35噸 の残 澤を虜理 す ることtSな る。 が、試験方法なごによつて其結果の数字 が

か く量 が少 な くな ることは青化法の採用に 蓮 ふか ら、我 々は此後 に行 ふ残 浮の青化試

有利 なる口實を與へ る ものである。    験 と同一状況の許に此試験を行 っずz。

 青化法實瞼装置及實瞼方法 溶解槽 とし  供試溶液KCNの 濃度    ⇔.514%

て直径4.5吋 、深 さ7吋 の圓筒形李圓底 の硝  供試溶液量一槽 につ き    600c.c.

子槽 を用 ひ、始 めの實瞼 にては、200c,c,の溶  温  度        18～20℃

液、2幌 の前記鑛石 を用 ひて銀の溶榊 及 ffmの 純度C・0  97・65%

青化加里の消費量 を求 めた.其 掩搾用 とし  實験結果 第 一表の如 くで・第一圖は之

て始 めは小型の水塵 タ_ゼ ンを使つだが、 を曲線に示 しナこものである。

紐 の弛みや、纒 哩 化のプ・め囎 搾 澱 .  第 一 表.

が襯 則に甑 騰 繰 が不正確とな 翻 間 綴副 撫 峰糠

b韓 蹴 雰
綱 醐 ひ澱 三亜⊥ 亙「 ・狙(モ塑

逓減機 によつて、鑛石 が底 に沈滞 しない程 _.i一 璽唇励虹 理 翌{鮒 藍盤 の 一一

度 に其擁絆速度 を調 節維持 せ しめ(1分 間80   0   0'514   …   o'401

購)溶 解實験 を行つtz。 騒 機が大 きく 12 0'490 4'651醐

すぎt・けれこも他に舶 はせがなかつtz。 ll l:1:l ll:;劉1:ill

今 回は先 づ満足すべ き實験が行 はれ得 だ。        -      i

溶解實験 、際 し、次の様 な二種の搬 を 一■.塾 墜 へす壁 三壁 に趣 望罷の

用 ひすZO帥               0  0・514   -   O・401

(イ)輩 に棒 に よる掩搾     12 0'470 8・54 0・401
                     24        0.42S       l6.64        0.401

 (ロ)棒 掩搾 と共に塞氣 を一槽 に謁 し1
                     イ        むぶビ       さ ロヱユ       ロベく 

    分 間0.1--O.2立 の割 に吹込みナこる     」______  _.一_一一

    もの              亜02瓦 の石灰な加へ軍に翻縄 うもの

   (二)青 化 加 里 の 分 解      O  O・514  -  O・433

 室氣 による青化加里の分解 始 めに青化   12   0'508   エ'16  0'431

讐饗鑛 讐灘;。欝織 寛Li l l:劃 捻 認
次 に これ に石 灰 を加 へ て其 影 響 を槍 したQ  皿o'2「tの石灰勧 ロへ魏絆ミ旦時1こ通氣dる もの

軍噛 ・よ嚇 するものも・棒を使・まざ … 1・ -1・ ・331

る もの よ りも塞氣 と液 との接 鰯 を よ くす る   12   0'5' 08   1'16  0'430
                     24        0480       6.59       0.429

ことは云 ふ まで もない ことで め る。

牌 につ いては既1、醜 りの鰍1ま あ る 48 0'390 24'05 0'426i
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      第  一  圖        供試溶液 KCNの 濃度 (),646%

ゑ赫        供試液量   600c.c.畢齢
_一 一.      温度     18・C

鍛4墾L逗 ⊥}讐 麗糠 灘1臨.
脚.""""'T-＼ 一 モ=…1第 二圖第三圖は其各 々を曲線 に示 しナ・ので

7・             ＼ ＼ _皿 あ るo

鯉 一 一 ……一 一 ㌔ 口砿 を慨 加ぶれば欝 醐 ・塒 間
ちり

400,a                及24時 間の時、其青化物 の分解…率は僅かに

・・ 一一 一 …～
,,… 一 鯉 一蜴 とな り・… 琵を加ふれば・・醐

費簡  
,,舜 芒ニ ー 一'・ 欝 するも猶期 榊 賜 を超へない.併『

。 一.'・一一g/    皿暉 に砿 量を多 くすれ蜻 働 の分騨
      ノa     24     36    タO

       献 験曲苛㈲        防 ぎ得 て も、塞氣中 よ り多量の炭酸琵斯 を

 以上の結果 は今 日迄の丈献 と一致 してゐ 吸牧 して炭酸石灰 の沈澱 を生 じ・無盆な る

て適 當量の石茨 帥 アノレカ ソーが液中に存在 石灰の消費 を起 す と共 に操業上支障を生 じ

しなければ、軍 に塞氣 に よつて青化物は著 易 き沈澱 の成生 を招 くこと・なる。故 に石

しく分解 され る。其分解率 は室氣 との接鯛 友の添加量は其場合 に慮 じ實瞼の上愼重に

待間、室氣量 と共 に増す。        之を決定す ることが最 も大切 である。又過

百友の添加量 ピ青化加里分解率 との關係  剰の石灰 は銀の溶解傘 を低 め ることがある

欠きに石荻の適當な る添加量 を求め るナこめ

D實 験 をしナz o

             第    二    表
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               第    二    圖
                                  159

                                  t窒0

       3s,o        '           一       呼。

      聖即、  、。!  爵
      慧 1   .ぜ       ㈹華

      蓋蹴  馬 繰:::鰍   畷
      窒  ら 一      子・手… 塑 一,     9。7

      1職＼1  奪1 扉 譲
     (%) t5,011pt    藷 の一" ゴ

       1雄 ノL {
         も ・＼＼

       。wa>こ こ:tsLN.訓. 、"一`1
          蔓象   σ・6   1・0   A4   /8   n,λ   ?.・e   ao                 

600c.c中 石萩ラ毎㍉ψn望 ̀疋)

                            第  三  圖      第  三  表

                       3B

  溶液中アルカリ度の攣化及石灰潰費牽(%)    后
                      な

磁 加量 鞘 領 磐腿総 乙 釜釦一 …

戴 ⑲の1繋轟議隷1::」 エ.
         一       ぼ     .      `%,

 0      0  0.501  79,60  0.501    0   0.501    0       tS-一 ・・一一・一一一一一一一一一…

O・2`'770・S3'
.83・50α530 e・20・5202・0 ,。・ _   SW

O.6  15,10 0.597 94.51} e.595  0.4  0.540  9.5

 L2  31.80  0.693108.00 0。655  5.9  0。600  14,5      ㌃ 一一一   一一一一一.一一・一一一    一

3.0  79.50  1.081 159.00  0.860  22,1  0.740  34.0
                       リ      ニニニ                        e

・集    、o・6        1,s」        '・3        」瓦タ        3ρ                             600
 c.c.中k灰 りラe・vロ量`戎,

    (三)磯 石 溶 解 實 鹸    他は前實瞼に同 じ。

供試溶液KCNの 濃度  O,514%  此實脇 よ前項の石茨の影響を研究する前

供試溶液量 一一槽につ き   600c.c,  に行つたもので・石茨添加量 も任意にとつ

鑛石装入量 同      '60琵   すこ。

石荻添加量         (牌琵  實験結果第四表の如 くで、第四圖は之を曲
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線 を示 しナZので ある                          第  五  表

      第  四  表                  _
                    溶解時 600c.c中の溶解量(武)   溶 解 牽(%)

翻 灘 霧 講 犠 灘0鱒 固塒・[刎.・q⊥・・塑 亜 匝
日菅
時購%鰹 避(%潤 欝 快 墾(%・ 欝 のみ1・よる・の

 擾i陣の み1:よ う もの                     12   0
。044  0,110  0.033  0.55  2.37   0.13

                     24   0.070  0.115  0.04S   O.87   2.50   0.19 0    0
.514   0.433     -     一      噌_     __

 12 0.506α396 1,520.440.00744.10 48 α0750・1250・0570・942・37 0・22

 24   0.484   0.39S   5.87   1.00   0.008  47.05                     損i拝及 道 氣 に
よる もの

 48   0.432   0.394   15.52   1.40   0,0五〇  59.63               ___

                     12   0.072  0.131  0.156  0.90  2.83   0.15

擾 撒 通氣 に よ る もの       24。 .。78。.132。.208。.982.30。.2。

12。.、 。4。376h船1.、 。 。。。8、 。52 48・.・85・.143・27・1.16 cZ.88・27

        1                    -  -
 24   0,476   0.480   7.60  1.20    0.009  53,24                      其 他鋼 の痕 跡 あ

yl。 鐵 は存 在 ぜ す。

 48   0。381  0.411  25.75  2.04    0.010  61.30

                    來 ると信 じ得べきであるo併 し銀の溶解量

        第  四  圖         が如何になるかは實際に於て調

,、娯         一"ねばならない。詳しく云へ1:'

馨襲      青化液の凱 ぴ強さ桝 醐   り

         .

         蕩 解 麟洞 で鰍                        思はれ
るo

 之 を前の結果第二表 と比較 す るに、若 し

石I」1添加量をo.5～¢6琵位加へtzら青化物   (四)青 化 液 中 に溶 解 す

の分鱗 獅消費量は遙かに減することが出     る不純物 の量 其他
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 溶液中に溶解 す る不純物 は微量 であつて よ りもよい事 は明自であ る。

其分析 は容易 でない。 一例 として前貢第五  若 し優先浮選に よつて分離 し、乾式法に

表如 き歎字 を得tz。 あま り精密 とは云ひ得 よつて鉛銀乃至亜鉛 を とること・し7zら・

ないが墾考のために掲 げ るo       如何 な計算 にな るかbこ れは各鑛石 につい

 此概搾後の濾過 は甚 だ容易に行はれ叉清 て親 〔.く實験研究 を積 んだ上でな ければ比

透 なる濾液 を得tz o此 事 は金銀 の濾過費 よ 較 することは出來 ない。

りも低廉 な る費用 で濾 し得 ることを讃す る  朝鮮総督府燃料選鑛研究所 の報告第四報

のであ る。             を見 るに優先浮選法に よる銀の實牧峯 は必

                   す しもよ くない。50%弱 の もの と80%内 外

  (五)結 論  のものが相孚ばしてゐる。併して實牧峯の

 此青化試験 は前に述(ミセ通 りまだなすべ 高 いものは元鑛 の鉛分 が高い ものに多い。

き多 くの仕事 を獲 してゐ る。其試料 を作 る 此 供試の鑛石 は約Pb4%、 Z1110%、Fe10%・

に既 に浮選、焙燵、溶解等の多 くの手歎 を要AgO、007%、AnO.00002%位 の ものであるか

し、叉青化法 自身の實験 に アノレカ リー度・ ら、優先津選法による銀の實牧峯 は低 い も

青化物 の測定分析等甚 だ多 くの操作 を必要 の と思はれ る。

とす るので、今回は以上の實験 で一慮之 を  優先俘選法及軍に淳選 によ り混合精鑛 を

打切 りに し陀。           作 る方法に於 ける鉛、亜鉛の實牧傘、動力

 併 し我 々は輩 に其手藪 を無意味に避 けだ の溝費、企業費なごにつ いては別に可な り

のではないo若 し現在行はれてゐ る様 な比 詳細 に實験計算 しずzものがあつて、且 つ現

重選鑛 で鉛 と亜鉛 を分離 し・乾式 法に よつ 在此鑛石 の亜鉛が電解 精錬 で庭理 されてゐ

て鉛 と銀を採 らば其 銀の實牧毒 は僅かに30 る事 なざ考慮 し、大膿 に於 て漁式法が優 つ

%位 しかない實例 があ る。       てゐ る結果になつて きナεo又青化 法での銀

 然 るに我 々の青化法實験 では60%に な る の回牧が此實験 に よ り相當に とれ ると云ふ

種 々の損失 を加へて も60%に 達す るこEは 事 が明 らかになつtzの で、我 々は蒼鉛の回

先づ疑 いはなか らう。!923年 に於tiる 朝鮮 牧につ き一一itづ歩 を進 めることにし、詳細

雲 山金鑛の例 を見 るに・青化の溶解 時間が な る金銀の回牧に關す ることは後 日に譲 る

20日 位b・ ・・つて・其噸當 りの青化費 が ユ・47 こと、した
。

弗郎約3圓 を要 してゐ る。青化物の潰費は

鑛石1噸 につ き3肝 であ る。尤 も1日の腱理

鑛量 は約800噸 弱 で る。我 々の供試獲淳は

1噸約ll圓34銭 の含 銀があるか ら、其6〔〕%

とれ るとすれば6圓80銭 の銀が とれ ること

にな るか ら、此青化法は前述の比重選鑛法


